
弓削商船高等専門学校 基準６ 

 - 297 - 

基準 教育の成果 

（１）観点ごとの分析 
 観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業(修了)

時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状況を

把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

（観点に係る状況） 
〔準学士課程〕 
本校が育成しようとする人物像とは資料１－２－①－５に示した通りである。学力の把握・評価に

ついては，達成状況を把握するために年４回の定期試験を実施し，各試験における学生の成績一覧表

を全教員に配布している。また，教務委員会(教務主事)と学級担任が中心になって，成績・出席不振
者と保護者に定期試験ごとに連絡と指導を実施している（資料６－１－①－１）。学年末試験及び卒業

認定試験結果は，学生の成績一覧表（資料６－１－①－２）に基づいて教員会議にて審議・把握する

体制を取っている（資料６－１－①－３）。 
卒業研究は，卒業研究中間発表，卒業研究発表及び卒業研究論文（資料６－１－①－４）の提出に

基づいて，各学科の分科会にて達成状況を把握と判定を行い，教員会議にて審議・把握している。 
平成17年度からは，教育内容検討委員会を設置して達成状況を把握・評価するための学習達成度ア

ンケートを実施している（資料６－１－①－５）。また，商船学科の５年生の航海実習では，運航計

画，運航準備，運航とすべて学生自身で行う実習を行い１～４年次の航海実習で習得した技能の把握・

評価を行っている（資料６－１－①－６）。 

 
〔専攻科〕 
専攻科課程で育成しようとする人物像は資料１－２－①－５に示した通りであり，研究の進捗状況

については専攻科委員会が，特別研究中間発表（資料５－６－②－３）で把握・評価しており，教員

は研究指導報告書（資料５－７－①－２），学生は研究計画書の提出を行っている（資料６－１－①－

７）。 
 

 
（分析結果とその根拠理由） 
 教員会議を中心にして，教務委員会(教務主事)，専攻科委員会，教育内容検討委員会，分科会，学
級担任等が，達成状況を把握するために機能している。 
以上のことから，学生が卒業(修了)時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，

その達成状況を把握・評価するための適切な取組が行われているといえる。 
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資料６－１－①－１ 

出典：学生課 
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出典：学生課 
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資料６－１－①－２ 

出典：学生課 
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資料６－１－①－３ 

出典：会議開催通知（学生課） 
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資料６－１－①－４ 

出典：電子機械工学科 
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出典：電子機械工学科 
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資料６－１－①－５ 

出典：教育内容検討委員会 
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資料６－１－①－６ 

出典：弓削丸年報（平成 17年度） 
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資料６－１－①－７ 

出典：専攻科海上輸送システム工学専攻 
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観点６－１－②： 各学年や卒業(修了)時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力について，

単位取得状況，進級状況，卒業(修了)時の状況，資格取得の状況等から，あるい

は卒業研究，卒業制作等の内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっ

ているか。 

（観点に係る状況） 
〔準学士課程〕 
 (ⅰ)単位取得状況 
 本校では，年４回の定期試験を実施し，単位認定を行っている。このとき不認定になり特別進級し

た学生については，次学年の前期に３回の追認試験を行うことで進級の機会を与え，留年による学生

の負担を軽減しようとしている。単位不認定となった科目を有する学生の３年間の推移を資料に示す

（資料６－１－②－１）。増減はあるものの過去３年間の不認定者数を徐々に減少させることに成功し

ている。 
 (ⅱ)進級者数，原級留置及び退学者数 
 原級及び退学者数を減少させる取組として，追認試験制度の導入（資料６－１－②－２），校長・教

務主事による成績不良者(年度末)及び留年学生(年度始め)の面談（資料６－１－②－３），試験毎の保
護者への連絡（資料６－１－①－１），科目担当教員による補習授業等を実施している。過去３年間の

原級及び退学者数の推移を資料に示す（資料６－１－②－４）。総数には増減があるものの退学者数は

徐々に減少している。 
 (ⅲ)資格取得等の状況 
本校は，資格取得の奨励と支援のために，取得可能な資格と支援のための担当教員を年度当初に主

要な場所に掲示することで学生に周知している（資料６－１－②－５）。資格取得の状況を資料に示す

（資料６－１－②－６）。商船系，機械系，情報系の資格の取得が多くなっている。 
 (ⅳ)卒業研究・学会発表・学会表彰 
各学科の目的に沿った研究テーマで，卒業研究計画書（資料６－１－②－７）の作成，中間発表，

卒業研究発表（資料５－２－③－１），卒業研究論文の提出，評価まで学科が中心になり，計画的かつ

組織的に実施している。数件であるが，準学士課程においても学会にも発表しており（資料６－１－

②－８），優れた研究に対しては，学会表彰を受けている（資料６－１－②－９）。 
(v)各種コンペティション等の受賞 
情報工学実験２で学生が作成したホームページがＩＴ甲子園で入賞するなど，授業による教育の効

果が表れている（資料５－２－③－４）。また，キャンパスベンチャーグランプリにおいて２名が努力

章を受賞（資料５－６－②－４），平成 12，13，15年度の全国高専プログラムコンテストにおいて最
優秀賞を受賞（平成１７年度は優秀賞）（資料５－４－②－８）するなど，授業や卒業研究以外での創

造性教育の効果もあがっている。 
〔専攻科〕 
平成 17年度に開設し，一期生が２年次に在学中である。資料６－１－②－10から資料６－１－②

－12に，単位取得状況，特別研究課題リスト，学会発表状況を示す。平成 17年度の段階で，専攻科
生 11名中，８名が二回以上，10名が一回以上学会発表を行っており，研究が進捗していることがわ
かる。 
また，研究成果がキャンパスベンチャーグランプリにおいて特別賞を受賞（資料５－６－②－４），
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研究成果を実用新案登録（資料５－６－②－５）するなど，研究の成果が表れている。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 各学年や卒業(修了)時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力について，準学士課程にお
いては，単位取得状況，進級状況，卒業(修了)時の状況，資格取得の状況等から，あるいは卒業研究，
卒業制作等の内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっているといえる。また，専攻科に

おいても単位取得状況，特別研究の内容・水準から判断して，教育の成果や効果が上がっているとい

える。 
 
 
 
 
資料６－１－②－１ 
 

出典：学生課 

単位不認定学生数 
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資料６－１－②－２ 
 

出典：弓削商船高等専門学校学業成績の評価並びに

  進級・特別進級及び卒業の認定に関する規則  
 



弓削商船高等専門学校 基準６ 

 - 310 - 

資料６－１－②－３ 

出典：原級学生を励ます会実施報告書 
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資料６－１－②－４ 
平成１５，１６，１７年度原級留置者・退学者数，進路変更者数       （単位：人） 

項目＼年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 

原級留置者(a) 9 4 10 

退学者等(b) 33 23 21 

(うち進路変更者) (20) (12) (14) 

合計(a+b) 42 27 31 

              

資料６－１－②－５ 

出典：学生課 

出典：学生課 
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資料６－１－②－６ 
 

※平成 17年度は未集計                    出典：学生課 
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資料６－１－②－７ 

出典：平成 17年度卒業研究計画書（商船学科） 
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資料６－１－②－８ 

出典：研究と教育の一体化に関する実施報告 
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資料６－１－②－９ 

出典：平成 17年度卒業表彰者一覧（商船学科） 
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出典：平成 17年度卒業表彰者一覧（電子機械・情報学科） 
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資料６－１－②－10 
 

出典：学生課 

 



弓削商船高等専門学校 基準６ 

 - 318 - 

 

 

出典：学生課 
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資料６－１－②－11 

出典：平成 18年度専攻科特別研究一覧表 
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資料６－１－②－12 

出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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出典：平成 17年度自己点検評価報告書 
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観点６－１－③：教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や進学

といった卒業(修了)後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の成果や

効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 
進学率と就職率は，希望者に対してほぼ 100％に達している(資料６－１－③－１)。求人数は商船

学科が 295（そのうち海上職が 88），電子機械工学科が 313，情報工学科が 259である。就職先の職
種は，各学科の養成する人材像に対応していて，商船学科は海上職，電子機械工学科は機械系の職，

情報工学科は情報サービス系の職の割合が最も高くなっている。進学先は，本校で学んだ専門分野を

生かした大学または専攻科が中心になっている(資料６－１－③－２、資料６－１－③－３)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 本校の進学率と就職率は，希望者に対してほぼ 100％に達している。就職先の職種は，各学科の養
成する人材像に対応している。また，進学先は，本校で学んだ専門分野を生かした大学または専攻科

が中心になっている。以上のことから，教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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資料６－１－③－１ 

出典：学生課 
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資料６－１－③－２ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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資料６－１－③－３ 

出典：平成 18年度学校要覧 
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観点６－１－④：学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果が上

がっているか。 

（観点に係る状況） 
〔準学士課程〕 
 平成 17年度は，平成 16年度に全学生を対象にした「学生による授業評価アンケート」結果を踏ま
えて(資料６－１－④－１)，教員と学生が改善する点を教室に掲示して，改善目標を明確にした(資料
６－１－④－２)。平成 16年度の教員が改善すべき点としては，「講義が早くならないようにする」，
「説明がわかりやすいように工夫する」，「板書を見やすくする」という３点であったが，平成 17年
度の評価結果（資料６－１－④－３）から十分に改善されていないことがわかった。また，学生が改

善すべき点は，「積極的に授業に参加する」，「きちんとした姿勢で受ける」，「授業に対する準備を忘れ

ない」という３点であったが，平成 17年度の評価から「授業への積極的参加」，および「受講姿勢」
が改善されていることがわかった。平成 18年度は改善目標が十分に達成できなかったために，平成
17年度の改善目標を継続して実施することとなった（資料６－１－④－４）。 
平成 17年度は，学習の達成度を評価するために５年生に「学習達成度アンケート」を実施した(資

料６－１－①－５)。専門知識の習得の程度を問う項目では，「身についた」，「よく身についた」と回
答した学生の割合が電子機械工学科，情報工学科についてそれぞれ，75％，63％であり，過半数の学
生が，本校が目指す技術者として必要な知識を習得しているといえる。また，責任感，協調性，忍耐

力の程度を問う項目では，「身についた」「よく身についた」と回答した学生の割合が電子機械工学科

においてはそれぞれ 53％，68％，75％，情報工学科においてはそれぞれ 60％，65％，68％であり，
技術者としての倫理観が育成できているといえる。一方，英語会話・読解力の習得の程度を問う項目

では，「あまり身についていない」「全く身についていない」と回答した学生の割合が電子機械工学科，

情報工学科についてそれぞれ，87％，85％であり，授業方法の改善が必要である。 
〔専攻科〕 
専攻科については，平成 18年度以降に「学生による授業評価アンケート」「学習達成度アンケート」

を実施予定である。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
平成 16年度と平成 17年度に実施した「学生による授業評価」は，教員の改善する点に不満が残る

ものの，学生の授業に対する姿勢は改善されていることを示唆している。また，学習達成度調査より，

本校が目指す技術者として必要な専門知識・倫理観が育成できていることがわかった。以上のことか

ら，学校の意図する教育の成果や効果が上がっているといえる。 
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資料６－１－④－１ 

出典：学生による授業評価報告書（平成 16年度） 
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出典：教育内容検討委員会 

資料６－１－④－２ 
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資料６－１－④－３ 

出典：教育内容検討委員会 
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資料６－１－④－４ 
 

 
出典：平成 18年度第１回教育内容検討委員会議事概要 
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観点６－１－⑤：卒業(修了)生や進路先などの関係者から，卒業(修了)生が在学時に身に付けた学力 

や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。また，その 

結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点に係る状況） 
 平成 17年度に準学士課程卒業生の就職先企業と卒業生を対象としたアンケート調査を実施した。
アンケートの対象は過去２年間に卒業生が就職した企業と過去５年間の卒業生である。 
 企業へは，卒業生の学力，資質，性向に関する３項目について，回答を求めた(資料６－１－⑤－１)。
卒業生の学力については，「専門知識や実技系分野に優れる」が「一般教養知識に劣る」との回答を得

た。資質については，「実践力を備えている」が「表現力や想像力に乏しい」と評価された。性向につ

いては，協調性や責任感が上位を占めたが，逆に国際性に乏しいことが指摘された(資料６－１－⑤－
２)。 
 卒業生へのアンケートは，在学中に身につけた知識に関すること，就職・進学指導に関すること，

寮生活に関することである(資料６－１－⑤－３)。卒業生の身につけた知識については，「専門知識と
一般教養知識である」に多くの回答（約 80％）が集まった。同じ時期に企業からのアンケートも実施
しているが，「専門知識には優れるが一般教養知識は劣る」と回答されており，卒業生の持つ意識と企

業が持つ卒業生像とでは異なっていることがわかった。また，「実技系の技能」に関する評価も企業で

の評価とは異なっていた。自分の身につけた知識が発揮できているか否かの質問については，「どちら

とも言えない」の回答を除くと，約半数の卒業生から役立っているとの回答を得た。在学中に力を入

れておけばよかった分野は，回答者の約半数が語学と専門基礎学，次いで，電気・電子系応用分野と

情報工学（ソフト系）であった。就職・進学指導と課外活動の経験については，「適当であった」ある

いは「活かされている」の評価を得た。寮生活については，回答が少なく参考意見であったが，寮生

活が「役立っている」，学寮の設備には「満足していた」との評価を得た。また，寮生活で得たものは，

「友人」，「礼儀正さ」，「協調性」であると答えている(資料６－１－⑤－４)。 
 
（分析結果とその根拠理由） 
 準学士課程卒業生の就職先企業と卒業生を対象としたアンケート調査を平成 17年度より実施して
おり，今後は専攻科修了生も視野に入れて，意見を聴取する取組を継続して実施する計画である。企

業のアンケートからは，専門的な知識を有し，実践力に優れるとの評価を得ている。また，卒業生の

アンケートからは，約半数の卒業生から身につけた知識が役に立っているとの回答を得ている。実践

的技術者養成の観点からは，本校の教育目的に適合しているといえる。しかし，語学力，創造力，表

現力は改善すべき必要があると指摘されている。これらの改善点に関しては，既に TOEIC受験の奨
励(１年生は TOEIC Bridgeを全員受験)，英語の少人数教育，創造性WGなどにより対応している。 
 以上のことから，卒業(修了)生や進路先などの関係者から，卒業(修了)生が在学時に身に付けた学力
や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施していて，その結果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているといえる。 
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資料６－１－⑤－１ 

出典：平成 17年度教育改善に関する調査（企業編） 



弓削商船高等専門学校 基準６ 

 - 333 - 

資料６－１－⑤－２ 

出典：平成 17年度教育改善に関する調査（企業編） 
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出典：平成 17年度教育改善に関する調査（企業編） 
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資料６－１－⑤－３ 

出典：平成 17年度教育改善に関する調査（卒業生編） 
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資料６－１－⑤－４ 

出典：平成 17年度教育改善に関する調査（卒業生編） 
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出典：平成 17年度教育改善に関する調査（卒業生編） 
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（２）優れた点及び改善する点 

 (優れた点) 
キャンパスベンチャーグランプリ，プログラムコンテストの各種コンペティションでの実績および

実用新案登録等から創造性教育の成果が表れているといえる。また，進学率と就職率は，希望者に対

してほぼ 100％に達しており，本校卒業生の能力が高く評価されている。 
 
 (改善する点) 
平成 17年度の「学生による授業評価アンケート」，「学習達成度アンケート」，「準学士課程卒業生

の就職先企業と卒業生を対象としたアンケート」の結果を踏まえて授業の改善を行う。 
 
 
（３）基準６の自己評価の概要 

 学生が卒業(修了)時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等の達成状況は，教員会議，
教務委員会(教務主事)，専攻科委員会，教育内容検討委員会，分科会，学級担任等によって把握・評
価されている。 
 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身につける学力や資質・能力は，単位不認定者数，退

学者数が過去 3年間減少する傾向を示し，資格取得が平均的な水準を維持していることから，教育の
成果や効果が上がっているといえる。また，各種コンペティション等の受賞などから，創造性教育の

成果も上がっているといえる。  
就職先の職種は，各学科の養成する人材像に対応しており，進学先は，本校で学んだ専門分野を活

かした大学または専攻科が中心になっている。 
また，「学生による授業評価アンケート」，「学習達成度アンケート」，「準学士課程卒業生の就職先企

業と卒業生を対象としたアンケート」結果を分析して見ると，企業と卒業生では多少の相違はあるも

のの，本校卒業生が専門的な知識を有し，実践力に優れるとの評価結果を得たことから判断して，教

育の成果や効果が上がっているといえる。 


